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1 はじめに

インターネットの普及に伴い、Webページの構造

の複雑化やコンテンツの多様化が進んでいる。例え

ば、jQuery などの技術を用いて動的な変化をする

Webページや、Twitterのような SNSで一つの画面

に膨大な情報が含まれているものがある。また、イ

ンターネットの普及に伴い、インターネットを利用

する視覚障害者も増加している。電気通信普及財団

による調査によると、全盲者の 96.3%はコンピュー

ターを利用していて、その主な利用目的は、Web閲

覧である [1]。Web閲覧をする上で、視覚障害者の多

くが利用するソフトウェアがスクリーンリーダーで

ある。

現状のスクリーンリーダーは、訪問しているWeb

ページのHTMLファイル内のテキストを基本的に上

から下に読み上げるため、ユーザーが望まない箇所が

読み上げられてしまうことがある。他にもメニュー

読み上げが後に来ると、メニューから目的の Web

ページを訪問するまでに時間がかかる。Lazarらは、

スクリーンリーダーを使用しているユーザーは平均

で 30.4% もの時間を無駄にしている [2] という。こ

れは読み上げの順序や alt のない画像によるもので

あるという。

これらの問題に対し本研究では、Webサイトのメ

ニューに着目し、メニューの読み上げ順序の決定手

法を提案する。これにより効率的なWebブラウジン

グが可能になると考える。
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2 Webページ構造

Web ページは一般的にグローバルナビゲーショ

ン、サブメニュー、コンテンツから成る。グローバル

ナビゲーションはWebサイトの全てのWebページ

に共通した案内リンクのことを指し、サブメニュー

とは階層的に表示されるメニューのうちの下位のメ

ニューのことを指す。コンテンツは Web ページで

提供されている主な情報を指す。以下の図 1はWeb

ページ構造の例である。黄色の部分がグローバルナ

ビゲーション、オレンジ色の部分がサブメニュー、青

色の部分がコンテンツである。

図 1 Webページ構造

3 提案手法

まず最初に、アクセスした Web ページからナビ

ゲーション部分を抜き出し、次に、Webページの各

部分の読み上げ順序を決定する。まずはじめに、Web

ページの HTML ファイルからそれぞれグローバル

ナビゲーション、サブメニュー、コンテンツを探し出

し、その後、それぞれの部分の読み上げの順序を決定

する。

3.1 ナビゲーション抜き出し

グローバルナビゲーションおよびサブメニューの

抜き出しは次に示すアルゴリズムで行う。大まかな

アルゴリズムとしては、まず始めに、与えられたURL

から HTMLを取得して、グローバルナビゲーション
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およびサブメニューの候補として探索するタグ (nav

タグか ul タグ) の内側にある HTML を以下の図 2

のように抜き出す。その後、それらの中から、footer

タグで囲まれているものを削除し、探索対処のタグの

内側にある HTMLの内部の aタグが示す URLをそ

れぞれ訪問する。訪問先の URL にて一番最初に与

えられた URL の内部にあったグローバルナビゲー

ションおよびサブメニューの候補があるかどうかを

確かめる。その候補があった場合には、その候補の

カウントをインクリメントする。すべての a タグが

示す URLを訪問後、候補のタグのカウントの中で、

最大のものをグローバルナビゲーション、二番目に

数の大きいものをサブメニューとする。

図 2 各部分の抜き出し

3.2 Webページの読み上げ順序の決定

読み上げ順序は、グローバルナビゲーション、サブ

メニュー、コンテンツのすべてを読み上げるパターン

1と、サブメニューとコンテンツを読み上げるパター

ン 2 と、コンテンツのみ読み上げるパターン 3 の 3

パターンである。パターン 1は、最初にWebページ

へ訪問したときに読み上げられるパターンであり、パ

ターン 2は前に訪問していたページから、Webサイ

ト内の違うページに移動した際、サブメニューが前

のWebページと異なるときの読み上げパターンであ

る。パターン 3 は現在のページとその前に訪問して

いたWebページのサブメニューが同じ時の読み上げ

方である。例えば、図 1のWebページに最初に訪問

した際には、パターン 1で読み上げられ、そのWeb

ページから授業リンクをクリックして、図 3のWeb

ページを訪問した際には、サブメニューが異なるの

でパターン 2で読み上げられる。また、図 1のWeb

ページを訪問した後に、サブメニューのお知らせリ

ンクから、図 4のWebページを訪問した際には、パ

ターン 3で読み上げられる。

図 3 パターン 2

図 4 パターン 3

4 おわりに

本研究では、Web ページのグローバルナビゲー

ション、サブメニュー、コンテンツに着目して、新

たなWebページの読み上げ順序の決定手法を提案し

た。今後の課題としては、以下のものがある。

• より良いナビゲーション抜き出しの検討
(Zhaoらの研究 [3]などを検討)

• コンテンツ部分の読み上げ順序の決定
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